






Pentraxin 3(PTX3)は longpentraxinでありぬortpentraxinである C反応性タンパク









対象は 2005 年~2007 年までに当院で関心術を施行された 66j7iJで、平均年齢は65歳、男
女比は45:20であった。疾息の内訳は虚血性心疾息にて冠動脈バイパス術 (CAsG)を施行
されたのが 35例、弁膜症にて弁修復術を施行されたのが 31例であったo 方法は心眼切開






























対象は関心術を施行された 66例で、平均年齢は65歳、男女比は45: 200 疾息の内訳は虚
血性心疾患で冠動脈バイパス術 35例(以下、 CABG例)、弁膜症で弁修復術31例(以下、弁
膜症例)である。方法は心膜切開直後、 2~3ml の心嚢液を採取し、 PTX3 濃度を測定した。
また、 CK値、脳性ナトリウム利尿ペプチド (BNP)、 トロポニン T、ヒト心臓由来脂肪酸結
合蛋白 (H-FABP)など血液生化学検査左心臓超音波検査を行った。結果、CABG例、弁膜症例、
コントロール例間で PTX3濃度に差は認められなかった。次に PTX3濃度の中央値で2つ
の群 (highPTX3群、 lowPTX3群)に分け、 highPTX3群は、有意に高齢者、 2弁置換例
が多く、心房細動例も多かったo 術後の結果では、 CABG例では、術前状態に差がなかった
にもかかわらず、 highPTX3群では lowPTX3群と比べ術後 3週間後の BNPf直は高く
(pく0.05)、また3週間後の心エコー検査では左室拡張末期径が大き<(Pく0.05)、左室駆出率
は低かった(Pく0.05)。また弁膜症例において、hig!iPTX3群守3週間後のBNP値(pく0.01)、
H'FABP値(Pく0.05)でより高い傾向が見られた。術後管理においては、 CABGを施行され
た症例では気管内挿管時間及びICU滞在日数と PTX3濃度の聞に相関関係を認め、弁膜症
例では ICU滞在日数との間に相関関係を認めた。以上のことから、術前の心嚢i夜中 PTX3
濃度は、関心術後における心機能回復の予測因子となりえると結論した。
本論文は、 Pentraxin3という急性炎症を反映する新たなパラメータを、始めて心嚢液中
で測定した点、さらに術後の予後と相関が高いことを発見した斬新な論文であり、学位論
文に値すると判断します。
